
就業支援課

総務・ハローワーク特区担当

4534

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B107
公共職業安定所土地建物相互賃貸借等経費 労働費 労政費 労政総務費 労政総務諸費

なし 挑戦項目 08 稼ぐ力の向上

分野施策 030727 就業支援と雇用環境の改善

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
財産収入

決定額 14,464 466 13,998 13,997

前年額 467 467 0

平成29年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

事 業
期 間

平成20年度～ 根 拠
法 令

　浦和公共職業安定所のうち、県有財産部分を埼玉労働
局に貸し付け、国有地上に県有財産があるため土地を埼
玉労働局から借り受ける。　　　　　　　　　　　　　
　朝霞公共職業安定所本庁舎の解体工事に伴い、県の持
分の費用を負担する。

（１）浦和公共職業安定所土地建物相互賃貸借経費
　　　　 466千円　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）朝霞公共職業安定所本庁舎解体工事経費　　　　
　　　13,998千円

（１）事業内容
　　ア　浦和公共職業安定所土地建物相互賃貸借経費　　 466千円
　　イ　朝霞公共職業安定所本庁舎解体工事経費　　　13,998千円

（２）事業計画
　　ア　浦和公共職業安定所の土地は国有地であり、建物は県と国の共有である。
　　　建物について、県有財産部分を埼玉労働局に貸し付ける。国有地上に県有財産部分があるため、土地を埼玉労働局
　　　から借り受ける。そのため、相互に賃貸借の手続きを行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　イ　朝霞公共職業安定所の移転に伴い、現庁舎を解体する。土地は県有地であり、建物は県と国の共有である。　　
　　　建物について、県の持分の解体工事費用を負担する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　平成２９年度中に、朝霞公共職業安定所の現庁舎を解体予定。（平成２９年２月から、新庁舎へ移転予定）

（３）事業効果
　　ア　埼玉労働局との相互賃貸借を実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　イ　埼玉労働局において、朝霞公共職業安定所の老朽化及び耐震性の問題等により、現庁舎の解体及び新庁舎への移
　　　転を決定。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（４）その他
　　【所有権】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ア　浦和公共職業安定所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・土地　国　　1,105.19㎡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・建物　県　　200㎡　、国　807.04㎡　　計　1,007.04㎡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　イ　朝霞公共職業安定所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　・土地　県　　　462.14㎡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　・建物　県　　100㎡　、国　446㎡　　　 計　546㎡　　

（１）（国 10/10）　　　　　　　　　　　　　　　
（２）（県 10/10）

　9,500千円×0.1人=950千円

前年との
対比

― 産業労働部 B107 ―
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